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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府・日銀の経済政策を背景に企業収益や雇用情勢に改善が

みられるなど、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。しかしながら、中国経済の減速の影響が出てきてお

り景気の先行きは不透明な状況で推移いたしました。

 当社グループを取り巻く関連業界におきましては、主要取引先である自動車関連産業は、海外市場での販売が好

調に推移する一方、国内生産台数は販売の落ち込みから、前年同月比減少が続いております。

 鉄鋼産業につきましては、自動車用鋼材の需要回復の遅れから生産調整が行われるなど弱含みで推移いたしまし

た。

 このような状況のなか、当社グループは営業と技術が一体となり、主力製品や新製品の拡販活動を積極的に推進

してまいりました。その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は40億６百万円と前年同四半期比0.1％増の微

増となりました。

 利益面では、昨年から続く円安による原料価格の上昇により利益率が低下したため、営業利益は１億８百万円

（前年同四半期比16.6％減）、経常利益は1億1千4百万円（前年同四半期比21.0％減）、親会社に帰属する四半期

純利益は7千5百万円（前年同四半期比24.0％減）といずれも前年同四半期比減益になりました。 

 

 ①事業の分野別業績

 鋳造市場向けは、国内自動車生産台数は前年比減少しておりますが、売上高は19億１千３百万円（売上高比率

47.8％）と前年同四半期比0.1％増加いたしました。

 鉄鋼市場向けは、高炉の炉修工事の減少により、売上高は６億７千５百万円（売上高比率16.8％）と前年同四半

期比3.1％減少いたしました。

 溶解炉・環境関連市場向けは、新設の炉の受注や炉修工事が増加したことにより、売上高は９億４千８百万円

（売上高比率23.7％）と前年同四半期比8.1％増加いたしました。

 海外市場向けは、アジア市場における炉の受注や炉修工事が減少したため、売上高は３億円（売上高比率

7.5％）と前年同四半期比12.1％減少いたしました。

 不動産事業は、売上高１億７千万円（売上高比率4.2％）と前年同四半期比3.0％減少いたしました。 

 

 ②事業の種類別セグメントの業績

 種類別セグメントの売上高は、耐火物事業の売上高は28億４千４百万円（売上高比率70.8％）と前年同四半期比

1.1％減少し、営業利益は９千２百万円となりました。溶解炉・環境関連市場向けのエンジニアリング事業の売上

高は10億６百万円（売上高比率25.0％）と前年同四半期比4.5％増加し、営業利益は１億４千４百万円となりまし

た。不動産事業の売上高は１億７千万円（売上高比率4.2％）と前年同四半期比3.0％減少し、営業利益は９千１百

万円となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末比２億８千９百万円（5.0％）減少し、55億２千

８百万円となりました。主なものは、現金及び預金の減少によるものです。

 当第２四半期連結会計期間末の固定資産は、前連結会計年度末比１億１千９百万円（3.3％）減少し、34億３千

３百万円となりました。主なものは、投資有価証券の評価差額によるものです。

 これにより、当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比４億８百万円（4.4％）減少し、89

億６千１百万円となりました。

 当第２四半期連結会計期間末の流動負債は、前連結会計年度末比２億９千４百万円（7.8％）減少し、34億９千

３百万円となりました。主なものは、支払手形及び電子記録債務の減少によるものです。

 当第２四半期連結会計期間末の固定負債は、前連結会計年度末比９千６百万円（5.0％）減少し、18億６百万円

となりました。主なものは、長期借入金の減少によるものです。

 当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末比１千９百万円（0.5％）減少し、36億６千３百万

円となりました。

 この結果、当第２四半期連結会計期間末の自己資本比率は40.8％（前連結会計年度末は39.2％）となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当第３四半期以降につきましては、景気の先行き及び関連業界の業績が不透明であるため、平成27年５月14日に

公表しました平成26年３月期の通期連結・個別業績予想の修正は行っておりません。

 なお、業績予想を見直す必要が生じた場合は、速やかに開示する予定であります。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動

による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法

に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理

の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させ

る方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の

変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度について

は、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組換えを行っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業分

離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将来に

わたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。
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